
 

 

 

◆年末年始の休診のおしらせ◆ 
12 月 31 日(木)から 1 月 3 日（日）まで休診です。 

1 月 4 日(月)からは通常どおり診療いたします。 

 

    

 

 

 

 

 

  

✉ ニュースレター ✉ 
 

 

 

 

 

 

 

クリニックから皆様へ 
 はやいもので、もう師走 12月です。寒さ

も本格的になってまいりました。12月は忘

年会シーズンで、飲酒の機会も多く不規則

な生活になりがちです。皆さま、体調をくず

すことのないよう、ご自愛ください。 

今回は、当院の診療の要であるＣＴとＭ

ＲＩ装置を中心にニュースレターを作成しま

した。ご一読いただければ幸いです。 

12月もよろしくお願いします。 

（院長：大場 寛） 
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1 年間の診療実績 

(2014年 11 月～2015 年 10 月) 
 

 

 
   

 

 

クリニックでは頭の病気やケガの診療のため、ＣＴとＭＲＩ装置を導入しています。 

ＣＴやＭＲＩでは、どのような疾患が分かるのでしょうか？次ページで、説明をしていき

ます。 

 

ＣＴ・ＭＲＩ検査でわかること 
 

16列マルチスライス CT 

 

 

オープン型 MRI 

 

 

 

今月の 1枚  

駅前広場のイルミネーション 
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副鼻腔炎（蓄膿症）： 

顔面から前頭部にかけて痛み

がみられます。片頭痛に似てい

て、間違われることもあります。 

慢性硬膜下血腫： 

徐々に血液が溜まって、頭痛や

もの忘れ、手足の麻痺などがみら

れます。大きなものは手術が必要

ですが、小さなものではお薬で治

療ができることもあります。 

下垂体腺腫： 

ホルモン分泌を司る脳下垂体に

できる良性腫瘍です。頭痛や視力

低下、全身倦怠感、月経不順、顔

の形が変わるなどの症状がありま

す。お薬や手術で治療します。 

水頭症： 

脳脊髄液が異常に溜まってしま

う病気です。歩行障害や認知症、

尿失禁がみられます。溜まった脳

脊髄液を排出するシャント手術が

有効です。 

未破裂脳動脈瘤： 

脳の動脈にできる数ミリのコブ

です。破れるとくも膜下出血になり

ますが、年間出血率は約 1%で

す。大きいと出血しやすい傾向が

あるので、5-7mmの動脈瘤では

手術を検討します。 

大脳白質病変： 

脳の血流が悪くなると、見られ

るようになる病変です。数が少な

い場合は問題ありませんが、左図

のように多くなると、認知症や脳梗

塞を発症しやすくなります。 

脳梗塞： 

脳の血管がつまり、急に片側の

手足がしびれたり、動きが悪くなり

ます。顔のゆがみや、言葉がしゃ

べりにくい等の症状もみられます。

MRI検査では、左図のように、はっ

きりとした白い病変として観察され

ます。 

頸椎症性脊髄症： 

だんだんと両方の手足がしびれ

たり、動きが悪くなったりします。つ

っぱった感じの歩行や、排尿や排

便の障害もみられます。 


